


 

昭和 53 年度よりスタートした小児パラプレジア班は 2年目をむかえた。病因として先天性

異常の重要性が明らかにされ診断、治療に関する研究も成果が上りつつあるように思われ

る。昭和 54 年度班員の研究対照となったパラプレジア疾患は、345 例と多数にわたり，

Myelomeningocele,Meningocele 167 例、Spinal cord tumor 131 例、Neurofibromatosis 8

例、外傷13例、Tethered cord syndrome 21例、脊髄炎4例、Spina bifida 80例、Hydrocephalus 

13 例、Down 症候群に伴う麻痺 2例、先天性奇形 5例と様々な原疾患があり、現在なお小児

パラプレジアの治療と対策に大きな問題のあることが明らかにされた。 


